
Forest Good 2019間伐・間伐材利用コンクール 

応募申込書（継続的取組部門） 

※受付番号

会社名・団体名等 みどりのまちづくりグループ・癒しの森づくりの会 受賞年度 平成２０、２２年度 

取組等の名称 「みろくの森」癒しの森づくりと間伐材利活用 

活動の種類 

○ 間伐材の利用に係る取組（製品生産、資材利用、生活用品など） 

◎ 間伐の実践（間伐の実施・普及、集約化取組、間伐技術の開発・工夫、間伐材の販売など） 

◎ 環境教育活動（地域住民への普及啓発活動含む） 

受賞の内容 

（概略） 

愛知県春日井市のみろくの森の保全活動を行うために、平成１６年より愛知県県有林事務所と「県有

林野における活動に関する協定｣を結び森づくりを実施。みろくの森で一般公募の親子の間伐・除伐体

験事業を行うとともに、テーブルやベンチ作り、工作体験イベントの開催などで間伐材利活用を推進。 

地域住民を巻き込み活動を広げている。 

受賞後の展開 

（受賞から現在

まで） 

① 継続してみろくの森の間伐を行っており、令和元年度に 8.5ｈａの間伐協定を愛知県と締結

② みろくの森で間伐や除伐、森の自然の体験事業（間伐材利用を利用したキノコ栽培、ハンギング

バスケット作りなど）を実施。 

③ 間伐材でテ-ブル・ベンチ・椅子などを製作し、間伐材を植栽地や花壇の土留・柵・杭に活用。

④ 愛知県や春日井市のイベントや市内の小学校で、間伐材利活用の工作体験事業を実施。

⑤ 学校林の保全とその利活用で自然環境教育（令和元年 6月ノースロップ賞）。

⑥ 針葉樹の間伐材によるキノコ栽培。現代農業の雑誌と別冊掲載、マイナビインターネット掲載。

今後の展開 

（現在から未来

へ） 

① みろくの森の協定を今後５年間に１２ｈａに拡大。

② 春日井市の小学校を対象に間伐材利活用のクラフト作り体験実施（土曜チャレンジアップ教室な

どによる）。

③ 学校林の保全とその利活用で自然環境教育。

④ 「間伐材は森に恵み」を看板に「木使い」を通して自然の大切さを啓蒙。

取組の実績 

① 間伐：１５年間の活動で８ｈａを間伐、（年間平均１０回活動）

② 間伐や除伐、森の自然の体験事業：１５年間に１９回開催、参加者累計 約７００人

③ テ-ブル・ベンチの設置：８か所

④ 間伐材利活用工作体験開催：平成２１年度より毎年開催、年間 約 10回、一般参加者約500人

⑤ 学校林利活用の自然環境教育

その他 

① シデコブシ保全（日本陸水学会東海支部の学会誌「陸の水」に共同執筆の論文掲載）

② 設立 15年で３，５００本の植樹と育樹。

③ 庄内川アダプト（河畔林の整備）で庄内川河川事務所所長、中部整備局長から感謝状

④ 緑の募金活動で、愛知県、国土緑化推進機構から感謝状

取組、製品等の 

写真、図表等 

  みろくの森の間伐作業 間伐材は森の恵み・間伐材利活用体験 

連絡先等 

（公表可能な範

囲でご記入下さ

い） 

(住 所) 〒454-0837 愛知県春名古屋市中川区中野新町 

(担当部署等)  副代表 

(電話番号等) TEL: 052-362-9897  FAX: 052-362-9897 

(Ｕ Ｒ Ｌ) http://midorinomachi.jimdo.com   MAIL:sakai1950@gmail.com 
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